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	応用
	抗原情報
	背景
	グルコース恒常性維持に関与し、膵β細胞におけるグルコース感知およびグルコース恒常性維持に重要な遺伝子の発現を調節する。脂肪代謝の調節に関与する。フィブリノゲンβプロモーターに結合し、IL6誘導性フィブリノゲンβ転写活性化に関与する。胚発生、組織特異的遺伝子発現の確立、分化組織における遺伝子発現の調節に関与する転写因子。ヌクレオソームコアヒストンとの相互作用を介して他のタンパク質のために凝縮したクロマチンを開き、それによって標的エンハンサーおよび/またはプロモーター部位のリンカーヒストンを置換する「パイオニア」因子として機能すると考えられている。コンセンサス配列5'-[AC]A[AT]T[AG]TT[GT][AG][CT]T[CT]-3'（類似性による）でDNAに結合します。胚発生において脊索形成に必要。肝臓、膵臓、肺など、複数の内胚葉由来臓器系の発達に関与する。FOXA1とFOXA2は、少なくとも部分的には重複した役割を担っていると考えられる。元々は、AFP、アルブミン、チロシンアミノトランスフェラーゼ、PEPCKなど、多くの肝臓遺伝子の転写活性化因子として記載された。これらの遺伝子のシス作用性調節領域と相互作用する。グルコース恒常性に関与し、膵β細胞におけるグルコース感知とグルコース恒常性維持に重要な遺伝子の発現を制御する。脂肪代謝の調節に関与する。フィブリノーゲンβプロモーターに結合し、IL-6誘導性のフィブリノーゲンβ転写活性化に関与する。
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	FOXA2 (1Z7) ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した PC-3 細胞抽出物のウェスタンブロット分析。

